
論文審査 の 結果 の 要 旨

氏名 佐藤 隆夫

自由群の 自己同型群は ､ 組卑紐群や曲面の 写像琴群 とならん で低次元位相幾

何学で重要な役割を果たす無限群で あり､ これら二 つ の群を部分群 として含ん

でい る ｡ 2 0 世紀前半の M . D e h n
,
∫. N iels e n および W . M a g n u s 以来の研

究史をもつ とは い え､ 他の こ うに較 べ て未解明の点が多く
_
残されて い る. 複素

解析的代数幾何学的アプロ
ー チを許さない 反面, ある種の簡明さ をもつ た め 2 0

世紀初頭以来の 組合せ群論 の 技法が活躍 で きる余地 も充分にある ｡- い ずれ にせ

よ当面は ､ 2 0 世紀後半に大きく進歩した写像類群の研究 を自由群の 自己 同型群

に翻訳する ことが研究の有力な道標 で あり , 21 世紀初頭の今日 , 自由群の 自己

同型群研究の 泰斗で ある K . V o g t m a n rt の 一 連の仕事に つ い て も ､ 写像類群

に関する W . T b u r st o n や J . H a r e r の仕事 の影響を指摘する ことがで きる ｡

曲面の 写像類群の研究にお いて はジ ョ ン ソン準同型に象徴され るように ､ ね

じれ係数ホモ ロ ジ ー や , 自由顛の 降中心列 へ の 作用が重要な意味 をもつ ｡ 論文

提出者佐藤氏は ､ 自由群の 自己同型群に つ い てねじれ係数ホモ ロ ジ
ー

お よび自

由群 の降中む列 へq) 作用か ら誘導されるジ ョ ンソ ン準同型 を､ 組合せ群論的手

法および群の コ ホモロ ジ ー の手法を用い て研究して い る ｡ 幾何的お よび解析的

手法が容易に使用 できる写像類群 と ことなり ､ 自由群の 自己同型群 につ いて は

現在 の と ころ使用 で きる 手法は限られ て お り , しばしば組合せ群論の 手法 によ

る膨大な計算が必要となる-｡ 論文提 出者はこれら膨大な計算を こな し､ 幾つ か

の 重要な結果を得て い る ｡

論文第 1 部 ( および参考論文) は､ 自由群 の可換化お よびそ の 双対 に係数を

もう (1 堺元お よび) 2 次元ホモ ロ ジ ー 群 を計算した もの で ある ｡ S . G e r s t e n

が与えた 自由群の 自己同型群の 表示を用 い る . 群 の表示か ら自明係数 2 次 元

ホモ ロ ジ
ー 群を革め る こ とは H o p f の 定理 と いう理論的な 処方等に よ っ て あ

る程度対処で きる が ､ こ こ で 救 っ て い る 2 次元 ホモ ロ ジ
ー 群 はね じれ 係数

で あ り ､ 自明係数 に較べ ､

､
質的 にも量的に も大 きな 困難が 生ずる ｡ 佐藤氏 は

G e r s t e n の 表示にお ける 関係式相互の 関係を明断に整理 し ､ 膨大な計算を処

理して ､ これらね じれ係数 2 次元ホモ
.
ロ ジ ー 群 の計算を実行した ｡ なお ､ 論文

第1 部の
■
(自由群の 可換化を係数とする)一客易な半分 につ い て は A . H a t c h e r

と N . W a hl の 3 次元位相幾何学を用い た結果 ( G e o m e t r y a n d T o p ol o g y

9
, (2

_

0 0 5) , p p ･ 1 2 9 5 - 1 3 3 6) の 系として も導かれるが､ ( 自由群の 可換化の

双対を係数 とする) 困難な半分 に つ い て は彼等の態果は使えな い ｡ 自由群の 自

己 同型群の研究 の現状で は , 論文第 1 部の 結果は実行可能なもの の うち最良で

ある と言 え よう ｡
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論文第2 部は､ 自由群0) 自己同型群の 第二 および第三ジョ ンソン準同型をほぼ

完全に記述したo その際, 森田茂之 ( D u k e M a t b ･ J ･

,.
7 0 (1 9 9 3) ?

6 9 9 - 7 2 6)

によ る ｢ 森田 tr a c e｣ を発展させ た ｢佐藤t r a c e｣ とも言う べ き新しい 現象を

発見 して い るo これらの結果はいずれも , 今後､ 自由群の自己 同型群の 構造を

解明して い く上 で ､ 基本的重要性をも つ もの で ある∴

最後に ､ 論文第 3 部 は自由群の合 同 ∫A 自己同型群 の 1 次元 ホモ ロ ジ
ー

群

を計算したもの で ある｡ 同様の対象 で ある ､ より複雑で ある こ とが予想される

レベ ル つ き写像類群や､ より単純な結果をもつ 合同部分群 と比較 して興味深い

結果 で ある ｡

以上 の 本学位論文にお い て ､ 論文提 出者佐藤氏 捌彰大な計算を実行して い

る｡ 数学的洞察力な しに､ これだけの 計算を完遂する ことは不可能で ある ｡ 同

.
p引こ ､ 得られた結果は極めて 明断な もの であり , 自由琴の 自己同型群の研究を

確実に前進させ たと言う ことがで きる ｡ 組合せ群論および群の コ ホモ ロ ジ ー 論

に寄与す る所は大 き
.
い ｡

よ っ て ､ 論文提出者 佐藤隆夫 は , 博士 (数理科学) の学位を受ける にふ

さ わしい 充分な 資格がある と認め る ｡




